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【地域紹介】 
ちょっと（かなり？）前、元首相の所信表明
では「米百俵」が話題になり、NHK 大河ドラマ
「天地人」の直江兼継とお船の故郷として放送
されましたが、覚えていますか？清史郎はまだ
まだ元気に頑張っていますが・・・。 
 新潟と言えば、米どころで「コシヒカリ」「越
の寒梅」「亀田製菓」『新潟アルビレックス』な
どなどが有名ですが、長岡は、もちろん稲作、
工作機械、昔は油田掘削開発などで潤った時代
もあったようですが。現在は、『日本一の花火』
と『日本一の大河：信濃川を抱える』新潟県第
二の都市です。 
人口は平成の大合併で 30 万弱になり越後平
野の海から山まで新潟県を分断した、まさしく
新潟県の中心地に位置しています。『食通を唸
らすほど』魚から米、野菜、山菜と豊富です。
今年は天候不順で稲作、地野菜など苦戦してい
るようです。その他『製造工業としては』清酒
（朝日山など市内に蔵元が７）、米菓（岩塚製
菓、越後製菓）、ヨネックス、日本精機、ラム
ダ、工作機械メーカー（倉機、OM、・・）など
世界的な企業もあります。（円高が気になりま
すが） 
その他『商業』は昔から信濃川水系を利用し
て活発に往来していましたが、現在は高速交通
体系で上越新幹線と関越自動車道、北陸自動車
道の要に位置していますので、人、物の流れは
関東や首都圏域あるいは関西圏、中部圏と密接
に繋がっています。長岡赤十字病院も平成 11
年に中部ブロックから関東ブロックに鞍替え
なりましたが、新潟県技師会は、学術は東北、
技師会は北関東、地理的な結びつきで、今でも
東北 7県、北信越ブロックなど地理的にも慣例
や行政のすみ分けに戸惑うことでもあります。
（スポーツは北陸ブロックなど） 
長岡藩の歴史は江戸時代に遡りますが廃藩
置県で柏崎、新潟に県都が移り、先述の米百俵
で山本五十六などを輩出し当病院の興りの礎
もそこから始まっています。その後の病院の移
管は、HP の通りです。 
【職場紹介】 
長岡赤十字病院放射線科は現在、画像診断医
4 名、腫瘍医 1名の常勤 5名と技師 23 名、補助
員 3 名の 31 名で構成しています。看護師は 2
名の放射線科臨時（パート）職員と救急外来 22
名の看護師が放射線科とプールし看護師スタ
ッフとコラボレーションしています。看護師は
CT2 名、透視検査（検診業務、精検・注腸検査
業務）2 名、MRI1 名、アンギオ‐心カテ 2-3 名、
放射線治療 1名で 7-9人が放射線科看護師とし
て勤務しています。 
画像診断医の西原部長が全体の統括責任者
で第 2部長伊藤先生は治療医、第 3 部長谷先生
は画像診断、副部長高木先生は IVR 専門の画像
診断を兼ねています。1 名の画像診断医池田先
生は短期の新潟大学からの応援とその他出張
医で画像診断加算 2を 2009 年に取得しました。 
技師は23名で、2-7名をグループに分け課長、
係長がそれぞれの分野を統括しています。朝の
始業 10 分前に全体（医師を除く）ミーティン
グをして、連絡事項・人員業務関連を確認し業
務を開始しています。月 1回は技師の勉強会も
開催し、業務別グループと別に 6班でそれぞれ
テーマを決めて（アカデミックから業務改善な
どや検討事項・報告まで）発表しています。 
3 名の技術員は主に受付と診断業務の整理な
ど受け持ち、人的に欠かせない業務となってい
ます。現像やフィルム処理の時は 7 名が業務を
分担し懐かしい時代もありました。 
【放射線情報システム関係】 
平成 9年に現在の地に移転新築時は、医師のフ
ァイルメーカーがあり診断レポートの蓄積が
電子化の始まりでした。その後、平成 12 年に
第 1 次 FUJIFILM の RIS を導入し、紙運用から
電子化へ変更し、平成 15 年にマルチ CT 導入を
機に PACS 蓄積を開始し、2009 年 7 月に電子化
‐PACS へ移行しました。（デンタル､オクルザー
ルを除いては。） 
 平成 17 年に Web 画像参照、レポート参照も
可能になり電子化を推進してきました。 
 平成 21 年に第 2 次 HIS と RIS を更新し、現
在新 PACS も構築中です。（12 月末に移行計画中
です。）この機に放射線科情報システム電源設
備は 2 重化し、電源設備点検時に PACS 運用が
止まらないように整備しました。本体サーバー
は短期、長期、Thin-slice でカバーしています
が、画像全てを 2 重化してはいません。（シス
テムダウン時が悩みの種です。今後、改善して
いかなければならないシステムですが。） 
【撮影機器】 
 撮影室は現在、骨一般撮影 2 室、胸部１、乳
房-マンモトーム１、歯科撮影１、泌尿器-婦人
科撮影２、救急-小児１、診断 CT２（64VCT、16LS）、
透視４（検診、精検、内視鏡併用、大腸 F）、結
石破砕装置、骨密度測定装置、1.5T MRI２
（Avanto Tim と Signa HDxt は 12 月 20 日稼
働予定）、頭腹部血管装置１、心カテ１（Siemens 
zee は 12 月 8 日に稼働）、治療棟にリニアック
（Clinac ix、シミュレーターCT（LB16LS）、
治療計画装置（ECLIPSE、i-PLAN）は、昨年度
新棟建築を実施して機器更新を行いました。今
年の7月から晴れて新システムで稼働していま
す。その他ポータブル 6、モービル 3 を有して
います。 
２２室３６機器を扱っています。 
 今後撮影室を 1室増加させ、機器更新などを
検討課題としています。 
 
【撮影室名・使用機器・9月期の業務集計】 
撮影室名 使用機器名 件 数 
骨系撮影１ KXO-50G 902
骨系撮影２ KXO-50G 626
胸部撮影 KXO-50G 1952
MGU-100D 273乳房撮影 
生検 J&JBIOPSYS 4
X-28 93
歯科撮影 
X501-CR 94
泌尿器撮影１ KXO-50N 2
泌婦人科撮影２ KXO-50N 5
320小児撮影 
救急撮影 
DH-158H 
948
 
血管撮影 Artis FA 35
心カテ（更新予定） Angiorex 38
ポータブル Sirius130HP×2 
IMC-1A×2 
MobileArt 
MU-125 
826
手術室 Sirius130HP 203
モービル BV25 
BV-Libra 
MINI6800CP 
― 
 
CT 体幹部撮影 64-VCT 1176
CT（頭部）撮影 LSU16 882
X-TV１ DREX-ZX80/10 287
X-TV２ DREX-ZX80/10 100
結石破砕装置 ﾘｿﾄﾘﾌﾟﾀｰ D 7
X-TV３（内視鏡） DBA-300A 51
X-TV４（CF） DBA-300A －
骨密度測定 QDR-4500A 67
 
MRI（更新予定） VISART 224
MRI Avanto Tim 336
RI１ GCA-9300A 
RI２ GCA-7200A 
RI3 SNC-5100R 
97
 
外部放射線治療 654+59
SRS/SRT 0
TBI 
EXL-15DP（旧） 
Clinac  ix
（新） 
 
1
CT シミュレーター LBLS-16 47
治療計画装置 ECLIPSE ― 
治療計画装置 i-Plan ―- 
旧計画装置 RTP700U/Xio ￣- 
メタストロン注  0
 
他院診断  30
PACS 化  207
CD/CDR 化  ― 
【放射線情報・PACS システム】 
HIS は昨年富士通 FX から GX に更新され、RIS
は Fujifilm の RIS と接続しています。PACS は
GE 社製の Centricity を 12 月 26 日に旧シス
テムの切り替えを予定しています。診断は
RA1000 を 7 セットで 6セットは 3M×2 面、マン
モ読影用に 5M×2 面で読影しています。Main 
サーバーは 21TB、長期 Centera は 21TB、Thin
サーバーは 2.8TB を有していて、現在の使用で
今後 10 年の保存を見込んでいます。 
 
【スタッフ写真】 
 
上段：若月、鈴木、地崎、神林、新保 
下段：滝沢、捧副技師長、片桐技術員、楳田 
 
上段：入沢課長、鈴木（光）、田村（厚）、川本、 
西潟 
下段：伊藤部長、林技師長、南波看護師 
 
 
 
上段：大橋、金子、小林、飯浜、荒川、楳田、
菅井 
下段：丸田課長、田村（博）、中村技術員、阿
部技術員 
 
 
 
高木副部長、西原部長、谷部長、池田医師 
 
 
 
 
 
【病院風景と周辺写真】 
2010 年 11 月冬前の撮影 
 
朝日が昇る病院正面 
 
 
 
前面にヘリポート 
（新潟中越地震後に整備） 
 
 
 
病院東側に信濃川、その向こうに市中心部 
（左岸に病院がある） 
 
 
写真中央の河川敷 
 
（「日本一の花火３尺玉」が８月 2-3 日、に打
ち上げが行われる）現在は４尺玉が隣町であげ
られるが、規模はまだまだ、日本一である。ぜ
ひ、見に来てください 
 
西側；道路を挟んでアピタ、車４０分で日本海
へ 
 
 
 
北側；越後一宮：弥彦神社「弥彦山を望む」 
手前：リリックホール、県立近代美術館など 
 
 
夕暮れ 
（病院展望風呂よりの風景、残念ながら、展望
レストランが反対側に位置し、市内の夜景は病
室からしか見えない。また、市内からは病院の
明かりが９時消灯まで輝く。） 
 
【最後に】 
最後に長岡は≪ラーメン店≫も『背油ごって
り』の「ラーメン潤」から醤油ベースの「青島
ラーメン」など週末はラーメンめぐりが楽しめ
ます。最近のB級グルメブームより前から・・・。 
また、腰の入った≪そば≫「越後・長岡十日
町そば」や隣町の小千谷の「わたや」など数件
のそばやの『へぎそば』も選択に迷うほど楽し
めます。「ちなみに民家を改造した、「孫七」は
3 尺花火麺を謳って、うどんとそばの両方を堪
能できます。当然、こちらは、知る人しか行き
ません。当院の研修医ラーメンめぐり講座は必
ず院内記事になり新着の情報元にもなります。 
酒通の方は蔵元探訪も季節によりできます。
これから新酒の仕込みシーズンです。待ち遠し
い冬はやっぱりお燗ですかね。また、一般客用
に利き酒、試飲は「食の陣」などで楽しめます。 
（長岡まつりのお誘い） 
長岡祭りは、毎年 8 月 2-3 日に行われます。
1 日は前夜祭で民謡流しを行い、2-3 日は大花
火大会が繰り広げられます。2 万発の花火が夜
空に輝きます。圧巻は何と言っても、8 時 30 分
と 9時の『3 尺玉』の音と光・地響きです。 
その他、信濃川にかかる長生橋と大手大橋の
『ナイヤガラ』の花火でしょう。また、平成の
大合併と中越地震の復興を祈る平原綾香の＜
Jupiter＞に載せた『フェニックス』が長岡の
市標の『長』とマッチさせたまさしく歌と花火
と長岡の歴史を物語っています。戦災受難者の
霊を慰め、戦災・震災にも負けない不死鳥を形
にした「花火模様」がその意気込みを物語って
います。今後も地域一体となって盛り上げてい
きたいものです。 
（番外編） 
ところで、市内には母体の違う同等な病院が、
３つあります。１つは厚生連の長岡中央病院、
２つ目は循環器系を専門にした総合病院立川
メディカルセンターと当院です。それぞれが、
特徴をもって地域に根ざした診療と連携を行
い、医療に貢献しています。 
また、救急は、１次は開業医さんが当番し、
2 次救急は（月・木）（火・金）（水・土）を 3
か月ずつ３病院で受け持ち、日曜・祝日は輪番
制で対応しています。当院は 3 次救急も受け持
ちますので近隣はもとより、中越地区全域をカ
バーし、新潟地区、上越地区とも連携すること
もあります。救急の疲弊は医師だけではありま
せんが、数年前の麻酔科医師の減少問題から端
を発し地域協力体制がより確立してきました。
（救急は日赤さんだけでは、持たないことがわ
かってきました。）幸い、今は、麻酔科医師問
題は解決しましたので、前よりも手術件数も増
加し、DPC 導入で在院日数も日赤平均位で推移
しているようです。その分、手術撮影件数は増
えましたが、全体の放射線科稼働件数は若干減
少した部分もあります。ここ最近の動向では、
CT や MR といった高額機器の診断能の高まりや
がん治療として確立した放射線治療が目玉的
な稼ぎ頭になってきました。 
今後の放射線科部はそれらをうまく使いこ
なしたハード、ソフト面のレベルアップ、スキ
ルアップが重要な位置づけになってきました。
それらを使いこなしてこそ、真の医療に貢献で
きる、名実ともに日赤精神だと思います。    
以上 
 
 
